
小野市議会だより ２０２６. ２
 Ｎｏ.２２０

曽根町公民館（旧曽根小学校跡）

長きにわたり地域を見
守るように、旧曽根小学校の石
柱が今も曽根町公民館前に建ってい
ます。伝統と歴史を誇る曽根校の校章
が曽根町の町章として制定され、公民館
の壁面に輝いています。地域住民の心の
ふるさととして子孫に敬愛されること
を祈念されたとおり、次の世代へ
と継承され、郷土を愛する心

を育んでいます。
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12月11日（本会議2日目）

一般質問
議員７名が一般質問

を行いました。

小野市では議員1人あ
たり40分の

発言時間が設けられ
ています。

会期日程を
チェック！
まず本会議が開
会される日程を
ホームページや
議会だよりで確
認します。

市役所
６階へ！
託児申し込み
済みの方はお
子様と一緒に
6階へ！

受付を
しよう！
受付で住所、
氏名を記入し
ます。

注意事項を
チェック！
傍聴席での写
真撮影や飲食
は禁止です。
携帯電話はマ
ナーモードに。

本会議
スタート！
議場の入り口
で資料を受け
取り、傍聴席
へ。（定員38
人）

次の本会議は

いつだろう
?

東エレベーター

で6階へ!
いよいよ
始まる…

11月27日（本会議1日目）
12月定例会開会議案の上程・説明議長が開会を宣言し、本会議が始まります。

8件の議案が上程され、説明を受けました。
うち2件の人事に関する議案について、同
日原案通り同意しました。

11月20日（本会議1週間前）

議会運営委
員会

定例会で審
議される議

案や議事日
程の取扱い

などについ
て協議し、

決定します
。

　本会議はＹｏｕTｕｂｅ
でのライブ中継、録画配
信も行っていますが、小
野市政についてどんな話
し合いがされているか実
際に自分の目で見て、肌
で感じてみませんか？
（年間傍聴者数約180人）

傍聴の仕組みに
ついて解説して
いきます。

12月12日（本会議３日目）
一般質問
議員５名が一般質問を行いました。追加議案上程・説明９件の追加議案が上程され、議案の説明を受けました。

委員会付託
提出された議案について、審査する委員会を決定し、審査を付託しました。

12月18日　

委員会審査
予算決算常任委員会（7件）、 総務文教常任委員会（６件）、 民生地域常任委員会（２件）が開かれ、付託された議案について慎重に審査し、委員会として賛否を決めました。（　）内は委員会での審査件数

12月23日（本会議4日目）

追加議案上程・説明
1件の追加議案が上程され、議案の説明を受けました。

委員会付託、委員会審査
本会議休憩中に予算決算常任委員会を開催し、追加議案について審
査し、委員会としての賛否を決めました。

委員長報告・討論・表決
本会議において各委員会での審査経過、結果を各委員長が報告し、
討論を経て各議案に対する表決を行い議決します。４日目に16件
の議案を議決しました。

12月定例会閉会

議場の絨毯のデザイン
は市花のひまわりらし
い

議場トリビア
1

議場の天井のデザイン
は伝統産業のそろばん
玉らしい

議場トリビア
2

②

きて みて 市議会本会議
～小野市の未来をともに考えよう～

　令和７年12月定例会では、27日間にわたり、本会議や委員会
で18件の議案を審議・審査。議案内容などについて市長をはじ
め執行機関に説明を求め、議決をしました。また、一般質問で
は2日間にわたり12人の議員が市政全般（行政の運営状況や将
来の方針、住民生活に関わる課題など）について質問しました。

　今回は特集として
12月定例会の流れをご紹介します。

本会議を見に行こう!

③



会
議
期
間
27
日
間

（
11
月
27
日
〜
12
月
23
日
）

12 
月

定
例
会

第456回審議議案の中から PICK UP!!審議議案の中から PICK UP!!

市
長
提
出
議
案・・・18
件

（
補
正
予
算
８
件
・
条
例
改
正
６
件
・
人
事
２
件
・
そ
の
他
２
件
）

令和７年度小野市一般会計補正予算（第３号）

令和７年度小野市一般会計補正予算（第４号）

令和７年度小野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和７年度小野市介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和７年度小野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和７年度小野市水道事業会計補正予算（第２号）

令和７年度小野市下水道事業会計補正予算（第２号）

令和７年度小野市一般会計補正予算（第５号）

第48号

第56号

第57号

第58号

第59号

第60号

第61号

第65号

小野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について

小野市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について

小野市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第49号

第50号

第51号

第62号

第63号

議案番号区分 議　　案　　名

補
　
正
　
予
　
算

条
　
　
例

可
　
決

議会の議員の議員報
酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を
改正する条例の制定
について

※　平田真実議員は、議長のため表決権はありません。 賛成＝○　　反対＝●

髙
坂
純
子

無会派

喜
始
真
吾

無会派

藤
原
　
章

無会派

宮
脇
健
一

無会派

安
達
哲
郎

躍進の会

河
島
信
行

村
本
洋
子

公明党

川
名
善
三

平
田
真
実

創生おの

山
本
悟
朗

前
田
光
教

河
島
三
奈

市民クラブ

小
林
千
津
子

山
本
麻
貴
子

掘
井
ひ
さ
代

おの未来図

前
田
昌
宏

議
決
結
果

※○○○○○○○411 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○

賛
　
　
成

反
　
　
対

議案名等

会派名
議員名

★賛否が分かれた議案と審議結果

第
64
号

条
　
例

小野市公平委員会委員の選任について　　小野市中谷町　松井　誠 氏　　

小野市固定資産評価審査委員会委員の選任について　　西宮市泉町　小林　典代 氏

第54号

第55号

人

事

小野市学習等供用施設（コミユニテイ供用施設）の管理に係る指定管理者の指定について

市道4309号線道路改良工事に伴う池の下踏切道拡幅工事に関する基本協定の変更について

第52号

第53号

そ
の
他

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
（
議
案
第
48
号
）

刈
草
等
の
堆
肥
化
に
取
り
組
み
ま
す

　
現
在
、
年
間
約
９
０
０
ト
ン
発
生
し
て
い
る
刈
草

や
剪
定
枝
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し
て
い
ま

す
が
、「
ご
み
」
を
「
資
源
」
と
捉
え
、
刈
草
等
を

堆
肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事
業
を
令
和
８
年
度
か
ら

開
始
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
隣
接
す

る
市
有
地
を
刈
草
等
の
置
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

堆
肥
の
一
部
を
市
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
事
業
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
市
内
に
お
け
る
資
源
の
循
環
利
用
を
推

進
し
ま
す
。
本
取
組
に
よ
り
、
小
野
市
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
大
幅
に
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
。

・
事
業
費　
１
，
２
９
５
万
円

（
議
案
第
51
号
）

小
野
市
火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　
全
国
的
に
林
野
火
災
が
増
加
し
、
規
模
が
拡
大
し

て
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
実
効
性
の
あ
る

林
野
火
災
の
予
防
を
目
的
と
し
て
、
市
長
が
火
の
使

用
制
限
の
努
力
義
務
を
課
す
注
意
報
を
発
令
し
た
り
、

火
の
使
用
制
限
の
区
域
を
指
定
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
状
況
に
よ
っ
て
は
畔
焼
き
等
の
中
止
も
要

請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
個
人
が
畔
焼

き
等
を
行
う
場
合
も
消
防
署
へ
の
事
前
連
絡
が
必
要

で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
5
号
（
議
案
第
65
号
）

第
７
弾
お
の
恋
ら
っ
き
ゃ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

が
販
売
さ
れ
ま
す

　
物
価
高
騰
が
続
く
な
か
、
市
民
の
生
活
支
援
と
市
内
で
の

消
費
喚
起
に
よ
る
市
内
事
業
者
の
活
性
化
を
図
る
経
済
対
策

と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％
の
「
お

の
恋
ら
っ
き
ゃ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

購
入
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

・
事
業
費　
３
億
３
，
３
０
０
万
円
（
国
の
物
価
高
騰
対

　
　
　
　
　
　
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
）

・
対
象
者　
令
和
８
年
２
月
１
日
時
点
で
小
野
市
に
住
民

　
　
　
　
　
　
票
が
あ
る
方

・
販
売
内
容　
１
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を
１
万
円
で
販
売

　
　
　
　
　
　
（
地
域
利
用
券
６
千
円
、
共
通
券
９
千
円
）

　
　
　
　
　
　
市
民
1
人
に
つ
き
最
大
２
冊
ま
で

・
予
約
方
法　
小
野
市
公
式
L
I
N
E
ま
た
は
ハ
ガ
キ

※
L
I
N
E
か
ら
の
予
約
の
場
合
、
市
公
式
L

　
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
達
追
加
が
必
要
で
す
。

・
予
約
期
間　
令
和
８
年
２
月
２
日（
月
）〜
２
月
２８
日（
土
）

・
購
入
期
間　
令
和
８
年
３
月
25
日（
水
）〜
９
月
23
日（
水
）

・
利
用
期
間　
購
入
期
間
と
同
じ

・
販
売
場
所　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館
ま
た
は
郵
便
局

・
問
い
合
わ
せ
先　
産
業
創
造
課
商
工
振
興
係

             　
　
　
（
☎
０
７
９
４
-７
０
-７
１
３
７
）

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
（
議
案
第
48
号
）

小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
を
大
規
模
改
修

　
開
園
か
ら
19
年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
安
全
安
心
な
施
設
へ
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。
地
域
防
災
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
新
た
な
防
災
施
設
を

整
備
し
ま
す
。

・
事
業
内
容　
園
路
広
場
改
修
工
事
（
屋
外
コ
ー

ト
、
多
目
的
コ
ー
ト
）、
多
目
的
ド
ー
ム
改
修
工

事
、
遊
具
更
新
工
事
、
防
災
施
設
整
備
工
事
。

・
全
体
事
業
費　
２
億
２
，
０
０
０
万
円
（
う
ち

防
衛
省
補
助
金
１
億
４
，
６
６
６
万
円
）

・
令
和
７
年
度
事
業
費　
１
，
２
９
４
万
円
（
う

ち
防
衛
省
補
助
金
８
６
２
万
円
）

　
令
和
７
年
度
は
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

八ヶ池自然公園（河合中町）

予約申込は
こちら

本会議４日目の様子はこちら

提出議案と審議結果

④⑤

★全会一致で可決・同意した議案



（一般質問は発言した議員が編集しました）

●一般質問とは……
　市政全般にわたり、執行機関（市長）に対し事務の執行状況や将来における政策方針等につい
　て議員が質問し、市長や部長等が答弁します。
　また、小野市では、市長から提出された議案についても一般質問することができます。
●質問テーマは?
　1 .  質問する内容は、議案とは関係なく議員個人が自由に決めています。
　2 .  議員個人が自分なりの問題意識を市政に問い、市の見解を求めます。
●質問の制限時間は?
　１人あたりの制限時間は40分です。（答弁は含みません）

　
《一般質問をスマホ・タブレットで視聴できます! 》
各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、
その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

ここが聞きたい　
一般質問!!

ここが聞きたい　
一般質問!!市民のみなさまの生活に

関わることについて、
12人の議員が
一般質問を行いました。

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

川
名
善
三
議
員
（
公
　
明
　
党
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
市
民
後
見
人
制
度
の
活
用
に
向
け

た
市
の
取
組
は
。

■
■
　

答
弁
　
市
で
は
、
相
談
窓
口
と
し
て
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い

る
が
、
本
年
４
月
か
ら
新
た
に
「
小
野
市

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
室
」
を
設
置
。
市
民

後
見
人
制
度
を
含
め
た
成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
に
向
け
て
、
市
民
や
介
護
・
福

祉
・
金
融
機
関
な
ど
の
各
関
係
機
関
に
対

し
、
さ
ら
な
る
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
（
市
当
局
）

成
年
後
見
人
等
送
付
先
住
所
変
更

の一括
手
続
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
利
用
者
の
手
続
負
担
の
軽
減
と
行

政
事
務
の
効
率
化
が
見
込
め
る
が
、
導
入

に
向
け
た
検
討
は
。

■
■
　

答
弁
　
現
在
、
今
年
度
開
設
し
た
「
成
年

後
見
サ
ポ
ー
ト
室
」
で
は
、
各
種
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
成
年
後
見
人
等
の

事
務
負
担
を
軽
減
し
、
適
切
な
後
見
事
務

に
繋
が
る
よ
う
、
一
括
手
続
き
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
令
和
８
年
１
月
か
ら
開
始
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

算
数
障
害
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
算
数
障
害
が
疑
わ
れ
る
児
童
生
徒

へ
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
の

か
。■■

　

答
弁
　
算
数
障
害
（
デ
ィ
ス
カ
リ
キ
ュ
リ

ア
）
が
疑
わ
れ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
早
期
発
見
と
年
齢
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
が
重
要
で
あ
る
。
市
で
は
、

５
歳
児
発
達
相
談
事
業
や
教
育
相
談
等
に

よ
り
、
数
概
念
や
読
み
書
き
の
困
難
な
ど

を
含
む
発
達
障
害
を
早
期
に
把
握
し
、
小

学
校
入
学
時
か
ら
適
切
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
、
丁
寧
な
引
継
ぎ
に
よ
り
、
就
学
前

か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

活
用
促
進
に
向
け
、
市
民
や
関
係
機
関
に
周
知
す
る

答
弁市民
後
見
人
制
度
の
活
用
促
進
に
つ
い
て

河
島
信
行
議
員
（
躍
進
の
会
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
市
民
が
物
価
高
騰
に
苦
し
む
今
だ

か
ら
こ
そ
、
過
去
の
実
績
も
鑑
み
、
新
た

な
緊
急
支
援
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

30
％
の
「
お
の
恋
ら
っ
き
ゃ
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」
を
発
行
し
、
さ
ら
に
全
世
帯
に

一
律
５
，
０
０
０
円
の
「
お
こ
め
券
」
の

配
布
を
提
案
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
局

の
考
え
を
伺
う
。

■
■
　

答
弁
　
第
７
弾
と
な
る
「
お
の
恋
ら
っ
き

ゃ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率

50
％
）」
を
発
行
す
る
。
既
に
市
民
の
方

は
使
い
慣
れ
て
お
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を

乗
せ
た
購
入
型
の
商
品
券
と
す
る
こ
と

で
、
地
域
経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
見

込
ま
れ
る
。
な
お
、
商
品
券
で
お
米
を
購

入
す
る
こ
と
も
可
能
な
た
め
、
お
こ
め
券

の
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。　
（
市
当
局
）

■
■
　

答
弁
　
発
行
の
時
期
は
、
令
和
７
年
度
末

（
令
和
８
年
３
月
末
）
ま
で
に
実
施
す
る
。

　
（
市
長
）

■
■
　

質
問
「
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
」
の
駐
車

場
の
外
灯
の
増
設
等
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
現
在
、
外
灯
10
基
を
設
置
し
て
お

り
、
適
宜
、
設
備
の
更
新
や
L
E
D
機
器

へ
の
交
換
等
を
行
い
、
駐
車
場
法
で
定
め

る
照
度
を
満
た
し
て
い
る
。
「
白
雲
谷
温

泉
ゆ
ぴ
か
」
は
、
市
内
外
か
ら
年
間
約
30

万
人
、
累
計
７
２
０
万
人
を
超
え
る
来
館

者
を
お
迎
え
し
、「
自
然
と
の
調
和
」
や

「
四
季
折
々
の
彩
り
」、「
重
厚
感
」
な
ど

を
満
喫
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
当
時
か
ら
守
り
続
け
て
き
た
イ

メ
ー
ジ
を
守
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
駐
車
場
の
外
灯
の
増
設
及
び

温
泉
の
玄
関
口
を
明
る
く
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
（
市
当
局
）

プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％
の
商
品
券
を
発
行
す
る

答
弁物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
新

薬
２
種
類
が
保
険
適
用
に
な
り
、
医
療
機

関
で
の
使
用
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
新
薬

は
、
認
知
症
の
軽
い
症
状
の
期
間
を
引
き

延
ば
す
薬
で
あ
る
た
め
、
早
期
発
見
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
、「
も
の
忘
れ
検
診
」

の
周
知
及
び
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
か
。

■
■
　

答
弁
「
も
の
忘
れ
検
診
」
は
、
令
和
２

年
度
よ
り
早
期
発
見
と
認
知
症
本
人
及
び

家
族
等
の
早
期
支
援
を
行
う
た
め
開
始
し

た
。
比
較
的
若
い
高
齢
者
か
ら
の
申
請
も

増
加
し
、
検
診
の
受
診
者
は
、
令
和
６
年

度
で
85
人
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今

後
も
認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に

つ
な
が
る
よ
う
医
療
機
関
や
関
係
機
関
と

連
携
し
周
知
を
行
っ
て
い
く
。（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
つ

い
て■■

　

答
弁
　
昨
年
度
は
養
成
講
座
を
６
回
開

催
、
高
校
生
を
含
め
約
２
０
０
名
の
方
が

受
講
し
た
。
ま
た
、
市
内
全
小
学
校
の
４

年
生
約
４
０
０
名
を
対
象
に
毎
年
認
知
症

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、
そ

の
気
付
き
を
家
族
と
共
有
し
地
域
に
広
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。（
市
当
局
）

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
次
年
度
よ
り
、
公
立
小
学
校
を
対

象
に
保
護
者
の
所
得
に
関
わ
ら
ず
給
食
費

無
償
化
に
向
け
て
検
討
に
入
っ
た
と
新
聞

報
道
が
あ
っ
た
が
、
当
局
の
考
え
を
問

う
。■■

　

答
弁
　
学
校
給
食
法
の
理
念
を
尊
重
し
た

上
で
国
の
方
針
に
沿
っ
た
対
応
を
行
い
、

小
学
校
に
つ
い
て
は
次
年
度
よ
り
給
食
費

の
無
償
化
を
実
施
す
る
。
一
方
で
、
中
学

校
に
つ
い
て
は
今
後
の
対
象
範
囲
拡
大
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
国
の
方
針
に
沿
っ

た
対
応
を
行
い
、
安
全
安
心
な
学
校
給
食

を
提
供
し
て
い
く
。　
　
　
　
（
市
当
局
）

「
も
の
忘
れ
検
診
」
の
周
知
を
行
う

答
弁認
知
症
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。⑦ ⑥



各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

前
田
昌
宏
議
員
（
お
の
未
来
図
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
国
保
加
入
者
の
が
ん
検
診
受
診
率

を
伸
ば
す
取
組
は

■
■
　

答
弁
　
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
の
重
要
性

を
町
ぐ
る
み
健
診
申
込
書
の
配
布
や
広
報

の
特
集
記
事
な
ど
で
市
民
に
啓
発
し
て
い

る
。
今
年
度
新
た
な
取
組
と
し
て
、
集
団

健
診
の
申
込
者
で
大
腸
が
ん
検
診
に
申
し

込
ま
な
か
っ
た
方
に
検
査
キ
ッ
ト
を
送
付

し
た
。
そ
の
結
果
、
大
腸
が
ん
検
診
受
診

者
は
昨
年
度
と
比
較
し
て
５
６
０
人
増
加

し
、
２
，
５
６
７
人
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
が
ん
検
診
の
無
料
化
は
で
き
な
い
か

■
■
　

答
弁
　
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
に
、

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト
で
全
額

助
成
す
る
新
た
な
事
業
を
「
国
保
ミ
ニ
ド

ッ
ク
」
と
称
し
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
を

計
画
し
て
お
り
、
健
診
の
習
慣
化
に
つ
な

げ
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
鳥
獣
の
侵
入
防
止
対
策
の
課
題
は

■
■
　

答
弁
　
防
止
柵
設
置
が
困
難
な
場
所
に
二

層
目
の
防
止
柵
の
設
置
や
、
防
止
柵
の
更

新
・
修
繕
作
業
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
「
環
境
森
林
贈
与
税
」
を
活
用
し

て
、
人
と
野
生
動
物
の
棲
み
分
け
を
図
る

緩
衝
地
帯
を
つ
く
れ
な
い
か
。

■
■
　

答
弁
　
緩
衝
地
帯
の
管
理
体
制
が
定
め
ら

れ
て
い
な
い
現
状
で
の
実
施
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
ス
マ
ー
ト
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進

に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
箱
わ
な
に
イ
ノ
シ
シ
等
が
入
っ
た

こ
と
を
通
知
す
る
た
め
の
カ
メ
ラ
や
通
報

装
置
等
の
I
T
機
器
の
必
要
性
及
び
費
用

対
効
果
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
直
ち

に
ス
マ
ー
ト
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
（
市
当
局
）

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト
受
診
で
無
料
化

答
弁ど
う
伸
ば
す
　
国
保
の
が
ん
検
診

村
本
洋
子
議
員
（
公
　
明
　
党
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
従
来
の
「
一
時
預
か
り
」
と
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
違
い
や
併
用

に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
「
一
時
預
か
り
」
は
、
保
護
者
の

立
場
か
ら
の
必
要
性
に
対
応
す
る
も
の
で
、

日
額
２
，
５
０
０
円
、
半
日
１
，
２
５
０

円
で
利
用
上
限
は
な
く
、
未
就
園
児
を
持

つ
家
庭
が
利
用
で
き
る
。「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
」
は
、
保
護
者
の
た
め
に
預

か
る
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
に
い
る
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
様
々
な
経
験
を
通
じ
て

こ
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
と
、
こ

ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る
こ
と
が
主
な
目

的
で
あ
る
。
１
時
間
３
０
０
円
で
、
月
10

時
間
を
上
限
に
、
０
歳
６
か
月
か
ら
満
３

歳
未
満
の
未
就
園
児
が
利
用
で
き
る
。
併

用
も
可
能
な
た
め
、
選
択
肢
が
増
え
る
こ

と
と
な
り
、
子
育
て
支
援
の
環
境
整
備
が

進
む
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
今
後
の
予
定
等
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
事
業
参
加
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
亀

鶴
こ
ど
も
園
と
白
百
合
こ
ど
も
園
の
２
施

設
の
事
業
参
加
意
向
が
あ
る
。
各
園
の
定

員
は
11
人
ず
つ
の
予
定
。
利
用
時
間
は
月

10
時
間
を
上
限
に
１
時
間
単
位
で
利
用
で

き
、
平
日
の
９
時
か
ら
15
時
を
予
定
し
て

い
る
。
利
用
者
は
、
ス
マ
ホ
等
で
他
市
町

の
事
業
所
へ
の
申
込
み
も
可
能
な
総
合
支

援
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
。　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
受
入
れ

に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
利
用
開
始
前
の
事
前
面
談
で
各
施

設
長
が
利
用
の
可
否
を
判
断
。
医
療
的
ケ

ア
児
の
受
入
れ
は
、
通
常
保
育
に
お
い
て

も
体
制
確
保
が
難
し
い
。
亀
鶴
こ
ど
も
園

に
は
、
看
護
師
を
配
置
し
て
い
る
の
で
、

一
定
の
ケ
ア
を
要
す
る
こ
ど
も
で
も
受
入

れ
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。　
（
市
当
局
）

令
和
８
年
度
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
行
っ
て
い
く

答
弁
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
開
始
！

前
田
光
教
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

QRコード

物
価
高
騰
対
策（
重
点
支
援
地
方

交
付
金
）に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
物
価
高
騰
対
策
、
交
付
金
と
市
の

財
政
支
援
の
考
え
方
を
問
う
。

■
■
　

答
弁
　
令
和
７
年
12
月
11
日
時
点
で
、
国

か
ら
の
交
付
財
源
規
模
は
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
第
７
弾
「
お
の
恋
ら
っ
き
ゃ
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
６
万
冊
発
行
す
る
。

既
に
市
民
に
は
周
知
の
商
品
券
で
使
い
慣

れ
て
お
り
、
地
域
循
環
型
商
品
券
と
し
て

地
域
内
で
お
金
が
流
通
し
、
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
第
６
弾
ま

で
の
発
行
総
額
は
約
29
億
円
で
、
今
回
は

９
億
円
と
な
り
、
経
済
効
果
を
期
待
す
る
。

　
　
　
　
（
市
当
局
・
市
長
）

消
防
活
動
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
救
急
搬
送
と
は
異
な
る
、
気
に
な

る
１
１
９
通
報
、
関
係
部
署
と
の
情
報
共

有
は
？
ま
た
、
は
し
ご
車
や
通
信
シ
ス
テ

ム
の
共
用
に
つ
い
て
問
う
。

■
■
　

答
弁
　
消
防
本
部
で
は
常
日
頃
か
ら
高
齢

者
や
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
の
情
報
を

関
係
部
署
と
共
有
し
、
市
が
一
体
と
な
っ

て
迅
速
か
つ
包
括
的
な
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
人
口
減
少
、
財
政
負
担
か
ら
機

器
等
の
近
隣
消
防
と
の
共
用
も
実
現
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。　
（
市
当
局
）

水
道
事
業
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
人
工
衛
星
を
活
用
し
た
漏
水
調
査

は
？
ま
た
、
国
・
県
が
推
進
す
る
水
道
事

業
の
広
域
化
に
つ
い
て
問
う
。

■
■
　

答
弁
　
衛
星
を
活
用
し
た
漏
水
調
査
は
効

果
が
あ
り
、
１
２
１
箇
所
を
検
知
し
、
現

地
で
の
音
聴
調
査
に
よ
り
、
58
箇
所
の
漏

水
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
広
域
化
の
取
組

は
、
４
市
１
町
で
水
道
メ
ー
タ
ー
の
共
同

購
入
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、

水
道
施
設
の
補
修
資
材
保
有
リ
ス
ト
の
共

有
化
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
連
携
を
進
め
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％
の
商
品
券
を
６
万
冊
発
行
！

答
弁ら
っ
き
ゃ
で
　
物
価
高
騰
対
策
も
！

安
達
哲
郎
議
員
（
躍
進
の
会
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
全
国
で
相
次
い
で
い
る
熊
被
害
に

つ
い
て
、
小
野
市
で
も
数
件
熊
と
思
わ
れ

る
目
撃
情
報
が
あ
る
が
、
小
野
市
の
現
状

に
つ
い
て
問
う
。

■
■
　

答
弁
　
目
撃
情
報
に
対
し
て
、
足
跡
や
痕

跡
写
真
を
兵
庫
県
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ

ー
に
確
認
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
熊
と
断

定
で
き
る
情
報
は
な
か
っ
た
。
総
合
的
に

判
断
す
る
と
、
熊
が
出
没
し
た
可
能
性
は

極
め
て
低
い
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
緊
急
銃
猟
を
含
め
た
小
野
市
と
し

て
の
鳥
獣
対
策
を
問
う
。

■
■
　

答
弁
　
兵
庫
県
お
よ
び
警
察
署
等
関
係
機

関
と
協
議
を
図
り
な
が
ら
「
緊
急
銃
猟
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
称
）」
の
作
成
か
ら

進
め
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
狩
猟
免
許
を
持
っ
た
方
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
新
た
な
人
材
確
保
に
向

け
て
、
狩
猟
免
許
取
得
の
促
進
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

■
■
　

答
弁
　
平
成
27
年
度
か
ら
、
狩
猟
免
許
取

得
の
補
助
制
度
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
こ

数
年
で
は
、
毎
年
４
、
５
名
の
方
が
狩
猟

免
許
を
取
得
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
防
護
柵
設
置
の
説
明
会
等
で
周
知
を
行

い
、
狩
猟
免
許
取
得
の
促
進
を
し
て
い
き

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
設
置

や
、
県
警
O
B
の
青
パ
ト
隊
員
に
狩
猟
免

許
取
得
を
推
進
し
、
人
材
確
保
に
努
め
る

こ
と
に
つ
い
て
。

■
■
　

答
弁
　
熊
に
限
ら
ず
、
緊
急
の
事
態
に
な

れ
ば
青
パ
ト
や
警
察
等
と
連
携
し
て
対
策

に
あ
た
る
の
で
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

の
設
置
や
青
パ
ト
隊
員
へ
の
狩
猟
免
許
取

得
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。（
市
長
）

県
、
警
察
等
関
係
機
関
と
協
議
を
図
り
、
対
応
し
て
い
く

答
弁万
が
一
に
備
え
た
熊
対
策
に
つ
い
て
！

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。 ⑧⑨



各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

宮
脇
健
一
議
員
（
日
本
維
新
の
会
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
妊
娠
期
か
ら
地
域
で
支
え
合
い
が

生
ま
れ
、
次
の
世
代
へ
循
環
し
て
い
く
仕

組
み
作
り
に
つ
い
て
、
当
局
の
考
え
を
伺

う
。■

■
　

答
弁
　
妊
娠
を
き
っ
か
け
に
人
と
の
つ
な

が
り
を
形
成
し
、
出
産
後
ま
で
連
続
し
た

共
助
の
循
環
を
作
る
こ
と
は
、
子
育
て
期

の
安
心
感
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
小
野
市
で
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
妊
婦
サ
ロ
ン
」

を
２
か
月
に
１
回
開
催
し
、
助
産
師
が
中

心
と
な
り
、
５
人
以
内
の
小
規
模
グ
ル
ー

プ
で
妊
婦
体
操
や
座
談
会
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
は
経
産
婦
の
方
も
い
る
た

め
、
ピ
ア
的
な
情
報
交
換
が
で
き
る
場
と

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
今
後
も
市

民
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
つ
つ
、
引
き
続
き
時

代
に
合
わ
せ
た
事
業
展
開
を
研
究
し
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

父
親
の
関
わ
り
促
進
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
父
親
の
関
わ
り
を
育
て
る
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

■
■
　

答
弁
　
妊
娠
期
か
ら
父
親
が
関
わ
る
こ
と

は
、
母
親
の
身
体
的
・
心
理
的
な
負
担
の

軽
減
や
家
庭
全
体
の
安
定
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、
こ
ど
も
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
す

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
る
。
市
で

は
、「
パ
パ
マ
マ
サ
ロ
ン
」
を
２
か
月
に

１
回
実
施
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
59

人
参
加
さ
れ
た
。
こ
の
教
室
で
は
、
赤
ち

ゃ
ん
の
抱
き
方
や
沐
浴
、
オ
ム
ツ
交
換
等

の
育
児
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
併
せ

て
妊
婦
体
験
も
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

教
室
に
参
加
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

「
初
め
て
の
子
育
て
動
画
」
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
お
の
っ
こ
ナ
ビ
か
ら
配
信
し
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
妊
娠
中
か
ら
妊
婦

の
サ
ポ
ー
ト
や
父
親
に
な
る
準
備
が
で
き

る
よ
う
、
積
極
的
に
情
報
発
信
を
し
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

時
代
に
合
わ
せ
た
事
業
展
開
を
研
究
し
て
い
く

答
弁妊
娠
期
の
支
え
合
い
に
つ
い
て

山
本
麻
貴
子
議
員
（
お
の
未
来
図
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
令
和
８
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

共
同
親
権
制
度
に
つ
い
て
は
、
離
婚
時
の

共
同
教
育
計
画
書
作
成
や
離
婚
後
の
面
会

交
流
、
養
育
費
を
取
り
決
め
る
こ
と
な
ど

の
支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

離
婚
届
提
出
前
の
説
明
や
資
料
提
供
、
相

談
窓
口
に
つ
い
て
、
市
の
対
応
は
。

■
■
　

答
弁
　
離
婚
後
共
同
親
権
に
関
し
て
、
市

子
育
て
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
積
極

的
に
周
知
を
し
て
い
る
。
市
民
課
窓
口
へ

離
婚
届
を
取
り
に
来
ら
れ
た
方
に
は
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
父
母
の
離
婚
後
の
養
育
に
関

す
る
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
」
な
ど

を
お
渡
し
し
、
離
婚
前
に
共
同
親
権
等
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

「
お
の
ス
キ
ッ
と
ポ
イ
ン
ト
」
に

つ
い
て

■
■
　

質
問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
個
人

と
、
受
入
れ
事
業
所
や
団
体
と
の
ニ
ー
ズ

を
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
、
ス
キ
ッ
と
ポ
イ
ン

ト
事
業
に
組
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い

か
。■

■
　

答
弁
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
も
含
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
ス
キ
ッ

と
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
健
康
づ
く
り
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
、
市
民
の
健
康
増
進
を
後
押
し

す
る
施
策
で
あ
る
。
今
後
も
ポ
イ
ン
ト
対

象
事
業
の
追
加
や
必
要
に
応
じ
て
ア
プ
リ

機
能
の
拡
充
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
市
民

の
社
会
参
加
の
選
択
肢
の
充
実
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。　
　
　
　
（
市
当
局
）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
渡
し
周
知
に
努
め
て
い
る

答
弁離
婚
後
共
同
親
権
に
つ
い
て

喜
始
真
吾
議
員
（
無
　
会
　
派
）

QRコード

■
■
　

質
問
　
計
画
区
域
の
形
状
が
変
わ
っ
た
こ

と
で
事
業
に
支
障
は
な
い
の
か
。

■
■
　

答
弁
　
令
和
９
年
度
に
事
業
着
手
す
る
見

込
み
で
、
商
業
施
設
等
の
具
体
的
な
配
置

に
つ
い
て
も
支
障
は
な
い
。　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
事
業
化
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
に

つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
市
と
し
て
は
、
地
権
者
と
事
業
化

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
調
整
役
と
し
て
、
関
係

機
関
と
の
協
議
に
参
加
し
、
事
業
が
円
滑

に
進
む
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
事
業

着
手
後
に
お
い
て
も
可
能
な
範
囲
で
支
援

し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
イ
オ
ン
と
の
包
括
・
地
域
連
携
協

定
の
内
容
は
？

■
■
　

答
弁
　
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の
魅
力
創
出
と

活
性
化
、
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル
シ
ェ
の
開

催
、
駐
車
場
の
相
互
利
用
、
公
共
交
通
と

の
連
携
協
力
等
を
掲
げ
て
い
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の
活
性
化
に
向

け
た
イ
オ
ン
と
の
具
体
的
な
取
組
は

■
■
　

答
弁
　
施
設
の
相
互
利
用
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、
利
便
性
の
向
上
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
よ
り
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
下
水
道
管
の
小
口
径
管
を
対
象
と

し
た
調
査
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
地
区
ご
と
に
下
水
道
管
内
の
流
量

調
査
、
カ
メ
ラ
調
査
を
実
施
し
、
調
査
で

判
明
し
た
下
水
道
管
の
接
合
不
良
や
割
れ

等
不
具
合
の
箇
所
に
つ
い
て
随
時
修
繕
を

実
施
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
調
査
方
法
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁
　
マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
流
量
計
及
び
水

位
計
を
設
置
し
、
汚
水
量
の
変
動
を
調
査
し
、

調
査
区
域
を
特
定
す
る
。
そ
の
後
、
管
内

部
の
状
況
に
つ
い
て
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て

異
常
箇
所
の
調
査
を
し
て
い
る
。
本
市
の

下
水
道
管
は
塩
ビ
製
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
管
を
使
用
し
て
お
り
、
良
好
な
状
態
で

あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。　
（
市
当
局
）

計
画
区
域
の
変
更
に
よ
る
支
障
は
な
い

答
弁
図
書
館
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

掘
井
ひ
さ
代
議
員
（
お
の
未
来
図
）

QRコード

■
■
　

質
問
「
ひ
き
こ
も
り
個
別
相
談
」
の
申

込
方
法
は
電
話
・
来
所
に
な
っ
て
い
る

が
、
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
受
付
で
き

な
い
か
？

■
■
　

答
弁
　
事
前
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し
た
い
た

め
電
話
・
来
所
と
し
て
い
る
が
、
メ
ー

ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
受
付
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
ひ
き
こ
も
り
状
況
か
ら
改
善
し
た

一
番
の
要
因
は
「
家
族
や
親
戚
の
助
け
」

で
あ
る
。
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

■
■
　

答
弁
　
今
年
度
か
ら
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理

解
を
深
め
、
当
事
者
へ
の
正
し
い
接
し
方

等
を
学
ぶ
「
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
実
施
。
７
家
族
９
名
が
参
加
さ
れ
、

「
接
し
方
が
わ
か
り
、
気
持
ち
に
余
裕
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」
等
の
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
る
。　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

防
災
訓
練
等
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
防
災
訓
練
は
、
年
齢
や
性
別
に
関

係
な
く
参
加
で
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
や
、
ひ
き
こ
も
り
・
認
知
症
支

援
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
行
政
が
場
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
で

あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
防
災
訓
練
時
の

炊
出
し
等
の
材
料
費
や
防
災
備
蓄
品
の
購

入
代
金
等
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

■
■
　

答
弁
　
現
在
、
防
災
訓
練
等
の
活
動
を
さ

れ
て
い
る
自
治
会
は
約
３
割
弱
で
、
実
施

率
が
低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
市
が

場
を
つ
く
る
こ
と
は
第
一
に
大
切
で
あ
る

が
、
最
終
的
に
は
「
自
助
」・「
共
助
」
が

災
害
か
ら
の
防
衛
策
と
な
る
。
補
助
金
に

つ
い
て
は
「
地
域
の
き
ず
な
づ
く
り
支
援

事
業
」
の
メ
ニ
ュ
ー
と
す
る
こ
と
が
効
果

的
か
ど
う
か
、
ま
た
、
公
民
館
の
備
蓄
品

等
の
支
援
も
含
め
、
住
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
避
難
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
の
研

究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。　
（
副
市
長
）

関
係
部
署
と
連
携
し
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
支
援

答
弁ひ
き
こ
も
り
支
援
体
制
等
に
つ
い
て

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。 ⑩⑪



各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告
　12月定例会の提出議案について、予算決算、総務文教、民生地域の各常任委員会を開催し、当局から細
部にわたる説明を受け、慎重に審査しました。

≪予算決算常任委員会≫

１２月18日、 ２３日開催
付託議案数：８件（議案第48号、第56～61号、第65号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。

●主な審査内容
議案第48号　令和７年度小野市一般会計補正予算（第3号）について

　八ヶ池自然公園のマンホールトイレの設置など防災機能を高める整備の内容について、また、道路台
帳更新事業においては、道路網整備に伴い新たに県から市へ移管される道路等についてなど、詳細に確
認を行いました。

議案第65号　令和７年度小野市一般会計補正予算（第5号）について

　第7弾となる「おの恋らっきゃプレミアム商品券事業」については、迅速な事業実施に向け、購入場
所や購入方法及び発行枚数等の確認を行いました。

≪総務文教常任委員会≫

12月18日開催
付託議案数：６件（議案第49号、第51号、第52号、第62～64号）
審 査 結 果：【議案第49号、第51号、第52号、第62号、第63号】反対討論はなく、全会一致で可決すべ

きものと決定。
　　　　　　　【議案第64号】反対討論があったものの採決の結果、賛成多数をもって可決すべきものと

決定。

●主な審査内容
議案第49号　小野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　刈草等の再生利用事業の実施にあたり、混乱を招くことが無いよう処理手数料の区分の確認を行うな
ど、各議案について多方面から確認を行いました。

≪民生地域常任委員会≫

12月18日開催
付託議案数：２件（議案第50号、第53号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。

●主な審査内容
議案第53号　市道４３０９号線道路改良工事に伴う池の下踏切道拡幅工事に関する基本協定の変更について　
　列車運休を伴う昼夜連続工事において、予定工事が早期に完了しバスの代替輸送費等が減額となった
ことを確認しました。

　一般質問を行う日の本会議の休憩中に、傍聴に来られた方が議会での一般質問や市政等につい
て質問することができ、議員や市当局がその場で答える懇話会を実施しています。
　傍聴に来られた方のみが体験できる時間ですので、ご覧になりたい方、参加したい方は是非議
場にお越しください。

　12月議会の懇話会の主なご質問

●第７弾おの恋らっきゃプレミアム商品券
　について

●災害時の市との連携体制について

●共同親権について
　　　　　　　　　　　　　　　　など

議会と市民との懇話会議会と市民との懇話会
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民生地域常任委員会視察報告
令和7年11月5日㈬～令和7年11月7日㈮

　高齢者や障がい者、子どもや学生など、様々な世代や
立場の人々が「人を分け隔てしない街づくり」を目指
し、「ごちゃまぜ」となって、共に暮らし、交流するこ
とをコンセプトにした多世代共生型のコミュニティ。
　単に生活の場を提供するだけでなく、居住者や利用者
に「生きがい」や「役割」を与えている。学生は高齢者
から生活の知恵を学び、高齢者は学生に何かを教える
「役割」を持つことで、社会的な孤立を防ぐよう取り組
まれていた。

　ドローン等のICT技術を活用し、労働時間の削減と収穫量の増加により、収益性向上に繋がることを
確認した。しかし、ロボットトラクター等の農業機械の導入は大区画でないと効率が悪いため、小野市
の農地でどこまでできるかが課題であると感じた。

　施設の最大の特徴は「児童館（福祉）」と「科学館（教育）」が同一敷地・同一建物内で融合している点
である。大型の屋内遊具（プレイザウルス等）を目的に来館した子どもたちが、自然な動線で科学展示
ゾーンへと誘導される設計となっており、「遊びの延長線上に学びがある」環境が見事に構築されていた。

　福井県では、所得制限なしで「第２子以降の保育
料無償化」や「高校授業料の実質無償化」を実施。
特筆すべきは、国基準よりも踏み込んだ「多子世帯
への集中的な支援」。「二人目、三人目を産みたいが
経済的に不安」という現役世代のボトルネックに対
し、県独自予算で明確な回答を示している。
　また、共働き率が高い同県では、男性の育児休業
取得促進奨励金など、企業に対する働きかけを強化
している。特に、育休取得者の業務代替を行う従業
員への手当を助成するなど、現場の負担感に配慮し

た「休みやすい職場づくり」への支援を行うなど、先進的な取り組みを行われていた。

　視察した施設や政策は、それぞれ住民のニーズにマッチしており、「多世代共生のまちづくり」から
「次世代育成のための包括的な支援体制」まで、持続可能な地域社会の実現に向けた
先進的かつ具体的な成功事例を学ぶことができた。これらの知見を今後の議員活動に
活かしていきたい。

★シェア金沢について（社会福祉法人佛子園）

★スマート農業について（有限会社 安井ファーム）

★福井県児童科学館（福井県坂井市）

★ふく育県の子育て支援について（福井県庁）

★視察を終えて

報告の詳細はホームページで！

✔

✔

✔

✔

派遣日：令和７年１０月２１日～２２日

各議員の報告書は、こちらから‼

議 員 研 修

議 員 派 遣

議 会 調 査 研 究 活 動

①持続可能な医療提供と病院経営の現状
　と課題について
②地域医療連携の現状と課題について
③地域完結型の医療体制について

①中東遠総合医療センター（静岡県掛川市）
②掛川市中部地域健康医療支援センター
 「中部ふくしあ」
③公立西知多総合病院　（愛知県東海市）

派　遣　先 内　　　容 派遣議員

掘井ひさ代
村 本 洋 子
河 島 三 奈
山 本 悟 朗
河 島 信 行

　令和７年１０月２９日に株式会社廣瀬行政研究所　廣瀬和彦様をお招きし、「議会
機能の強化について」を演題としてご講義いただきました。
　二元代表制において議員に期待される役割について改めて考える機会となりました。質問を通じて執行機関
へのチェック機能を果たすこと、さらに政策提言を行うことの重要性を強く認識しました。また、質問を通じ
て施策の課題を見いだし、議会全体で政策形成へとつなげていく方法等についても、ご教示いただきました。

　小野市議会では、議会の審査機能の強化・政策提言能力の向上のため、議会
として真に必要な調査・研究活動を見定め、調査研究活動を行っています。

令和７年１２月２３日に派遣議員から視察
内容に関する報告を受け、議員間で情報
共有を行いました。
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本会議の受付場所　市役所６階
傍聴者名簿に住所・氏名を記入
※入退場自由/定員38人 
※耳が聞こえにくい方も傍聴できる
よう磁気ループを設置しています。

各委員会の受付場所　市役所６階
傍聴者名簿に住所・氏名を記入 

本会議の様子をパソコンやスマホ等で
いつでも視聴できます。 （ライブ中継・
録画視聴）過去2年分の録画中継が視
聴できます。 アプリをダウン

ロードするとス
マホに広報紙が
届きます！

傍 聴 方 法 ネット中継視聴方法 ネットで気軽に閲覧

令和８年３月定例会（予定）

※議会と市民との懇話会 … 一般質問を行う日の本会議休憩中に、傍聴者の方からご質問をいただく機会を設けています。
※託 児 コ ー ナー 開 設 … 一般質問を行う3月11日（水）、 12日（木）は、 「託児コーナー」を開設します。

傍聴の際には、1歳から就学前のお子様をお預かりします。
3月3日（火）までに議会事務局までお申し込みください。（費用負担はありません）

※手話通訳 ・ 要約筆記 … 本会議を傍聴される際に「手話通訳」・「要約筆記」を利用することができます。
希望日の８日前までに議会事務局までお申し込みください。（費用負担はありません）

日 月

2 3 4 5 6 7

2/22

3/1

9 10 11 12 13 148

16 17 18 19 20 2115

23 24 25 26 27 2822

23 24 25 26 27 28
火 水

本会議1日目（開会）
 （10：00～）
議案説明

本会議4日目（閉会）
 （13：30～）
議案の採決など

総務文教常任委員会
（10：00～）

民生地域常任委員会
（13：30～）

予算決算常任委員会
（10：00～）

予算決算常任委員会
（9：30～）

本会議3日目
（10：00～）
一般質問

 ※懇話会あり

本会議2日目
（10：00～）
一般質問

 ※懇話会あり

春分の日

託児申し込み〆
 （11・12日分）

手話通訳・要約筆記
申し込み〆
 （11・12日分）

木 金 土

議会を傍聴
しませんか？

※変更となる場合があります。

議会傍聴者数
12月定例会
32名

（令和7年度累計99名）

⑯


